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第７４回国立大学法人奈良女子大学経営協議会議事要録 

 

日 時  令和３年６月２３日（水）１５時００分～１７時０２分 

場 所  遠隔会議：第一会議室（事務局管理棟３階），研究室等 

出席者  今岡学長，藤原理事，小路田理事，小川理事，野村理事，平井理事 

井岡委員，河野委員，清水委員，牧田委員，松本委員，村岡委員，山川委員 

列席者  三野監事，福田監事，河本事務局長，岩阪事務局次長／総務・企画課長， 

桑原国際課長，川村研究協力課長，林財務課長，岩田施設企画課長， 

鱸学務課長，西村学生生活課長，早川入試課長，横井学術情報課長 

荒堀総務・企画課課長補佐，竹内総務・企画課総務係長 

     議 長  今岡学長 

 

議事に先立ち， 

（１）学長から，今年度第１回目の開催にあたっての挨拶の後，再任された委員の紹介。 

（２）第７３回経営協議会（令和３年３月２５日書面開催）記録を確認。 

 

審議事項 

１．令和２年度決算について  

  藤原理事から，資料１－１から資料１－５により，令和２年度決算（案）について説

明があった。審議の結果，原案のとおり承認し，役員会へ付議することとした。 

  山川委員から，常勤教員当たり研究経費が同グループ（医学部のない総合大学）の他

大学と比べて低いことについて質問があり，財務課長から，人件費率が高いことが一因

となっていること，学生当たり教育経費は同グループで平均的な数字となっており，教

育経費に充てている分，研究経費の数字が低くなっている旨の回答があった。また，令

和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響で，国内外の学会出張で経費が使用され

ていないことも研究経費の数字が低い原因となっている旨の説明があった。 

  野村理事から，授業料収入がここ数年減少してきていることについての質問があり，

学長から，学部は入学定員を１０％以上超過すると，定員超過抑制のため運営費交付金

を国庫返納しなければならないため、厳格に入学定員管理をしているので，定員は変わ

らないので毎年同じぐらいの授業料になるとの回答があった。一方で大学院は，博士後

期課程の定員充足率を満たしていないことは今後の課題であるとの説明があった。さ

らに，財務課長から，授業料免除枠の拡大により，授業料収入が減っているが，その分

は国から別途補助金が補填されている旨の補足説明があった。 

  

２．令和２事業年度に係る業務の実績に関する報告書について 

  小路田理事から，資料２による説明の後，６月末の提出期日に向けての作業において，  

今後軽微な文言修正があれば学長に一任することとして承認願いたいとの発言があり，

審議の結果，これを承認し，役員会へ付議することとした。 

 

３．役員の令和３年６月期に支給する勤勉手当の勤務成績評価について  

  学長から，資料３により説明があった。令和３年６月期に支給する役員の勤勉手当の

勤務成績評価について，令和元年度に係る業務の実績に関する評価結果により説明が

あった。審議の結果，標準である「勤務成績が良好な役員 95／100」の区分を適用する

こととした。 
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４．その他                     

  特になし 

 

報告事項 

１．奈良教育大学との連携協議について  

学長から，資料４－１及び４－２により，国会において国立大学法人法の一部を改

正する法律が成立したことを受け，両大学長の共同声明の大学 HP への掲載（５月１

４日）及び記者会見（５月１７日）を行ったこと等の報告があった。 

 

２．第４期中期目標・中期計画の検討状況について 

  小路田理事から，資料５及び追加資料により，第４期中期目標・中期計画の検討状

況について報告があり，中期目標の選択項目について，項目①と②を掛け合わせた独

自項目を策定する方向で進めていること等の説明があった。 

 

３．奈良女子大学博士号取得支援ＳＧＣフェローシップについて  

  藤原理事から，資料６により，奈良女子大学博士号取得支援ＳＧＣフェローシップ

の進捗状況について報告があった。 

 

４．令和４年度施設整備費補助金等概算要求事項について  

  事務局長から，資料７により，文部科学省へ提出したことの報告があった。 

 

５．なでしこ基金について  

事務局長から，資料８により，なでしこ基金の受入状況及び前年度の支出状況につ

いて報告があった。 

 

６．令和元年度監事監査報告における所見への対応状況について  

事務局長から，資料９により報告があった。 

 

７．令和３年度国立大学法人ガバナンス・コードにかかる各国立大学法人の適合状況等

の報告について  

 学長から，資料１０により，令和２年度の優良事例として本学が取り上げられたこ

と，令和３年度の作成に向けてのスケジュール等について報告があった。 

 

８．生活環境学部文化情報学科の設置に係る事前相談結果について  

学長から，資料１１により報告があった。 

 

９．国立大学を取り巻く最近の動向について  

学長から，資料１２により報告があった。また，６月１８日付けで経済財政運営と

改革の基本方針２０２１が閣議決定され、女性の活躍に関し、理工系学部における女

子学生の割合の向上に対する取組として、本学工学部の開設が例示されたことの説明

があった。 

 

１０. 本学の現状について 

  学長及び各担当理事等から，次の事項について報告があった。 

（１）新型コロナウイルス感染症への対応について 
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（２）令和３年度入学者選抜状況 

（３）令和２年度卒業・修了者の進路状況 

（４）科学研究費補助金採択件数等の推移 

（５）女性職員比率の現状 

（６）留学生の状況について 

（７）国際交流協定締結について 

（８）学生交流協定による交流実績について 

（９）令和３年度ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブの申請について 

（１０）新聞報道について 

 

１１．その他   

学長から平井理事に対して，新型コロナウイルス感染症のワクチンに関する職域接

種の状況について質問があり，平井理事から，兵庫県の状況等について説明があった。 

 

以 上 

 


